第２３回　第４部会（産業労働）概要

日　時　平成２１年１２月１日（金曜日）　午後６時３０分　～　午後８時

場　所　市役所　２階　第１委員会室

出席者　川田弘教（部会長）、山田正幸（副部会長）、石亀　裕、南部敏子、河村信義、　

大西　宏、平　秀里、川西　悟　　　　　
説明員　石山観光振興Ｇ総括主幹
　　　　

鷲別地区の案内

河村委員から資料に基づいた史跡やゆかりの案内

現在まで脈々と続くまちづくり組織の報告がされた

幌別鉱山地域とその歴史について

大西委員が「幌別鉱山大同窓会」に出席された報告を受ける

ご当地検定について

石亀委員から資料の提供とその意義について提案を受ける

『ご当地検定の試験問題を作成する方が勉強になる』

『検定を受けるのは地域に関心を持つ事になるので全市観光として取り組む手段として有意義である』
『市民が関心を持ち、まちを愛する気持ちが生まれる運動を起こすのは部会の目的にかなっている』

『市民活動から始め、その結果観光に繋がるならば、これこそ地に足の着いた全市観光ではないのか』

『検定内容を作ったり・受けたりする体験がまちを見直すキッカケになり良いところを発見し魅力を見つけ出すことにつながる』

『この発想に近いのが網走検定と思う』

結論　登別市をＰＲする手段としてご当地検定に取り組む
部会の内容が具体的になり資料等の準備を委員が自前で用意しているため、資料作成経費の予算措置をして欲しい旨の話があったことと、ご当地検定を事業として提案した時の事業予算について話が出たことを運営委員会で話すこととする。
次回は「富岸・美薗・若草地区について」

開催日　２月２日（火）とし１月は部会を開かない

